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同意に基づく決定書

標記事件につき、 公益財団法人日本ア ンチ ・ド ー ヒ°ング機構（以下 「 JADA」という。）は、日

本アンチ ・ドー ヒ
°
ング規程（以下「本規程 」という。）7.10.3項の規定に基づき、 下記のとおり決

定する。

記

〔決 定〕

• 本規程2.4項の違反が認められる。

• 本規程10.3.2項、 同10.7.l(c)項及び同10.11.3.1項に従い、 平成27年12月4日より4年間の

資格停止とする。

〔理 由〕

競技者は、 平成25年9月19日付け日本ドー ピング防止規律パネル決定(2013-002事件。 以

下 「 前回事件 」という。）により2年間の資格停止 期間を課された結果として、 平成25年10

月17日付け通知のとおり、 当時の日本ド ー ピング防止規程10.11項及び 「 検査に関する国際

基準」 11.2.3項に基づきJADAの 検査対象者登録リストに登録されており、 したがって、 「 検

査及びド ー ヒ
°
ング捜査に関する国際基準」（以下「ISTI 」という。）付属文書I のI. 1.1項（な

お、平成27年1月1日より前の時点においては 「 検査に関する国際基準」11.1.3項及び11.1.4

項）並びに本規程5.6.1項（なお、 平成27年1月1日より前の時点においては、 当時の日本

ド ー ピング防止規程5.5.1 項）に基づき、 JADAに対して、 次期四半期（すなわち、 平成 26

年1月から3月までの ）分から、 定期的に自己の居場所情報を提出する義務を負っていた も

の である。

• しかるに、 競技者は、 以下の各四半期において、 いずれも、 JADAに対し、ISTI付属文書I

のI.3項に定める要件を遵守した居場所情報の 提出を行わなかった 。

①平成27年1月から3月までの四半期

②平成27年7月から9月までの四半期

③平成27年10月から12月までの四半期
・ 競技者の上記の 3 つの不作為（或いは提出義務の不遵守）は、 いずれも、 競技者において、

ISTIの付属文書lの1.3項に従い、居場所情報提出にて示された時間及び場所において検査す

るた めに競技者の居場所を特定できるように正確かつ完全な居場所情報提出を行う義務を履




